
『ジーニアス英和辞典』第５版の追い込み作業の手

伝いのため，湯島の編集部に来ている。殺気立つよう

な真剣さでゲラ（校正刷り）と格闘している編集部の

人たちを横目に，隅っこで細細と仕事をする。目の前

のゲラには，「この語義の順序OK？」や「このaは

theでは？」など，たくさんのコメントや提案が書か

れていて，執筆者や校閲者がゲラの上で議論をくり広

げている。辞書ってこうやって作られているのだ，と

あらためて思う。高校生の時，参考書が嫌いだった私

は，「辞書と心中するつもりで勉強しろ」とどこかに

書かれた文章を読んで，「よし，辞書と心中してやる」

と辞書だけが頼りとばかりに引きまくっていた。当時

の辞書はあまり説明も詳しくなかったけれど，いくつ

かの語義と少しの用例や注記から，単語の意味や使い

方を想像した。そんな辞書はこのようにして作られて

いるのだ。

語義についている 英 表記のチェックをしていたと

きだ。cleverを調べると，英国系辞書の多くではい

くつもの語義に 英 表記がついていた（これは英国人

の言葉だよという意思表示か？）。米国系の辞書を引

いてみるとcleverの 英 表記はごく限定的にネガテ

ィブな語義にあるのみだ（こんな風に批判的に使うの

は英国人だよという意見表明か？）。ふむ，cleverっ

て一般的な語のイメージなのにと思い，米国人の知り

合いにcleverを「利発な」という意味ではあまり使

わないのかと尋ねると，不思議そうに「よく使うよ」

と言う。インターネットをみると，米国人と英国人が

cleverの使い方を議論しているサイトがあったが，

どうやら英米の違いはあまりないようだ。 英 とされ

ていたcleverは，よりユニバーサルに変化してきて

いるのかもしれない。そのサイトに「BBCのTV番

組 Doctor Whoでは，Doctorが自分のことをclever

と言うから，英国人のほうがポジティブな意味で使う

のかも」という投稿があった。「英国人は自分のこと

を賢いなんてboastfulなことは絶対言わない」とい

う指摘に「Doctorは英国人じゃなかった，異星人だ

った」との返事があって，笑ってしまった。

そういえば，大学生の時，インド系英国人のゼミの

先生はいつも “Be humble.” と言っていた。私が

modestという言葉を使うと，英国人はhumbleを使

うのだと直された。modestではまだ足りない，もっ

と奥ゆかしくhumbleに，ということだった。もしか

してhumbleにも 英 表記があるのかと調べるが，

ついていない。誰よりも英国紳士であろうとした先生

の言葉へのこだわりは， 英 の象徴のようだったの

にとがっかりする。cleverより 英 らしい気がし

たのに，英米の言葉遣いの違いは難しい。

言葉が生き物だとは本当だ。国境などたやすく越

え，人と時代の手によってダイナミックに変化してい

く。しかし，そんなとらえようのないものを，とらえ

ようとする人たちがいる。辞書のほんの数行の中に，

なんとかして言葉の今の姿を書ききろうとする，辞書

の作り手たちだ。とらえてもまたすぐ変わり，生ま

れ，消えていく言葉の姿を辞書を通してなんとか伝え

ようとする。簡単なことではない。でも，辞書と心中

しようと思っていた私の中の高校生は言う，「がんば

って」。多くの読者に，辞書の作り手たちがとらえた

ものが届きますように。鬼気迫る編集者とゲラの山に

埋もれて，そんなことを思った。

（おかもと まゆみ・関西大学准教授）
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